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山 武 農 業 事 務 所
山武農林業振興普及協議会
〒283-0005 千葉県東金市田間2-14-2
☎ 0475-54-0226　FAX 52-7914

普及だより

山武の
ホームページ https://www.pref.chiba.lg.jp/ap-sanbu/index.html

写真２　導入が進む炭酸ガス発生装置（右）及び
　　　　環境モニタリング装置（左）

写真１　新たな選果機を装備した施設の様子

選果機更新で施設野菜産地の更なる発展！
～第一集出荷センターの新たな選果機が稼働を開始～

▼
選
果
機
更
新
の

　
　
　
契
機
及
び
概
要

　

Ｊ
Ａ
山
武
郡
市
第
一
集
出
荷
セ

ン
タ
ー
（
九
十
九
里
町
）
で
は
、

き
ゅ
う
り
、
な
す
及
び
ト
マ
ト
の

共
選
・
共
販
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
３
年
に
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
、

平
成
４
年
に
な
す
の
選
果
機
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
年
の
稼
働

に
よ
り
、
選
果
機
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今

年
度
、
国
庫
補
助
事
業
の
「
産
地

生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」

を
活
用
し
て
、
き
ゅ
う
り
及
び
な

す
の
選
果
機
の
更
新
工
事
を
行

い
、
稼
働
の
開
始
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

共
同
選
果
場
は
、
施
設
野
菜
経

営
に
と
っ
て
出
荷
調
製
作
業
時
間

を
軽
減
で
き
、
欠
く
こ
と
が
出
来

な
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
選
果
機
に
は
、

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
選
別
カ
メ
ラ
が
搭

載
さ
れ
、
よ
り
正
確
で
効
率
的
な

選
果
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
市
場
の
要
望
に
き
め
細

か
な
対
応
が
可
能
な
出
荷
体
制
を

作
り
、高
品
質
で
安
定
的
な
出
荷
・

販
売
を
目
指
し
ま
す
。

▼
選
果
機
更
新
に

　
　
　
よ
る
産
地
の
発
展

　

平
成
26
年
頃
か
ら
、
第
一
集
出

荷
セ
ン
タ
ー
施
設
部
会
で
は
、
越

冬
き
ゅ
う
り
栽
培
に
お
い
て
、
環

境
制
御
技
術
を
導
入
す
る
生
産
者

が
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
環

境
制
御
技
術
と
は
、
作
物
の
栽
培

で
重
要
な
光
・
温
度
・
湿
度
・
二

酸
化
炭
素
濃
度
な
ど
の
環
境
要
因

を
測
定
、
デ
ー
タ
化
し
、
生
育
に

適
し
た
状
態
に
調
整
す
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
作
物
の
光
合
成

速
度
を
最
大
限
に
高
め
て
生
長
を

促
進
さ
せ
、収
穫
量
を
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
同
士
が
環
境
制

御
技
術
を
学
び
合
い
、
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
で
、
環
境
制
御
技
術

の
早
期
習
得
を
目
指
す
た
め
に
、

２
つ
の
学
習
組
織
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
新
た
な
選
果
機
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
今
後
さ

ら
に
環
境
制
御
技
術
の
考
え
方
を

生
産
者
に
波
及
さ
せ
、
生
産
効
率

と
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、
産
地

と
生
産
者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
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近
年
の
米
価
下
落
や
消
費
量
の
減

少
の
中
で
安
定
し
た
経
営
を
行
う
に

は
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
山
武
管
内
で

は
飼
料
用
米
の
作
付
面
積
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
助
成
金
の
一
部
は

収
量
に
よ
り
支
給
金
額
が
変
化
す
る

た
め
、
多
収
を
目
指
し
、
経
営
安
定

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
飼
料
用
米
で

多
収
を
確
保
す
る
た
め
の
栽
培
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
浸
種

　

飼
料
用
米
品
種
も
主
食
用
米
品
種

と
同
様
に
浸
種
温
度
に
注
意
が
必
要

で
す
。
低
い
水
温
は
出
芽
不
良
の
原

因
と
な
る
た
め
、
温
度
管
理
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。
水
温
は
10
〜
15
℃
で

行
い
ま
す
。

▼
播
種

　

播
種
量
は
品
種
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
10
ａ
当
た
り
の
苗
箱
数
が
慣

行
の
18
箱
前
後
の
場
合
、
代
表
的
な

飼
料
用
米
品
種
の
「
ア
キ
ヒ
カ
リ
」

は
乾
籾
１
４
０
ｇ
、「
夢
あ
お
ば
」

は
乾
籾
１
６
０
ｇ
、「
ち
ば
28
号

（
ふ
さ
こ
が
ね
）」
は
乾
籾
１
５
０
〜

１
６
０
ｇ
で
す
。

▼
施
肥

　

主
食
用
米
品
種
よ
り
多
く
肥
料

（
窒
素
）
を
施
用
す
る
こ
と
で
多
収

が
期
待
で
き
ま
す
。

飼
料
用
米
の
多
収

飼
料
用
米
の
多
収

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　

表
の
施
肥
量
を
参
考
に
、
施
肥
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
出
穂
期
以

降
も
葉
色
を
濃
く
保
て
る
よ
う
適
期

に
追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
移
植

　

飼
料
用
米
品
種
は
耐
冷
性
に
弱
い

品
種
が
多
い
で
す
。
４
月
に
移
植
す

る
と
冷
害
が
発
生
し
や
す
く
な
る
た

め
、
５
月
上
旬
以
降
に
移
植
し
ま

し
ょ
う
。
し
か
し
、
４
〜
５
月
の
育

苗
は
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
上
が
り
や

す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
中
干
し

　

玄
米
の
品
質
を
求
め
な
い
飼
料
用

米
で
は
、
主
食
用
米
ほ
ど
強
度
の
中

源
と
な
り
、
周
囲
の
主
食
用
米
ほ
場

に
影
響
が
で
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

主
食
用
米
同
様
に
適
期
に
防
除
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

▼
収
穫
・
調
製

　

飼
料
用
米
収
穫
時
に
コ
ン
バ
イ
ン

へ
の
負
荷
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、

刈
り
取
り
速
度
を
下
げ
て
収
穫
し
ま

し
ょ
う
。
主
食
用
米
と
異
な
り
、
品

質
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、

乾
燥
時
の
温
度
を
上
げ
て
効
率
よ
く

乾
燥
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

収
穫
を
遅
ら
せ
て
立
毛
乾
燥
さ
せ
る

こ
と
で
、
乾
燥
コ
ス
ト
低
減
に
繋
が

り
ま
す
。

表　主要な飼料用米の10a当たりの窒素量

干
し
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

生
育
が
過
剰
な
場

合
は
し
っ
か
り
中

干
し
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

▼
病
害
虫
防
除

　

飼
料
用
米
の
検

査
基
準
は
主
食
用

米
と
異
な
り
ま
す

が
、
斑
点
米
カ
メ

ム
シ
類
の
防
除
を

怠
る
と
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
の
発
生

図　山武地域における土性の分布
（注）千葉県耕地土壌情報データベースに基づいて作図

灰色：砂質土
白　：壌質土

（注）山武地域における土性の分布は下図参照

品種名 アキヒカリ 夢あおば
ちば２８号
（ふさこがね）

基　肥
窒　素

６㎏（壌質土）
９㎏（砂質土）

　９㎏（壌質土）
１２㎏（砂質土）

５～６㎏（壌質土）
６～７㎏（砂質土）

穂　肥
窒　素

３㎏
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ね
ぎ
の
べ
と
病
は
多
湿
で
涼
し
い

（
平
均
気
温
15
〜
20
℃
）
気
象
条
件

で
発
生
し
、
春
ね
ぎ
や
夏
ね
ぎ
に
多

発
し
や
す
い
た
め
、
防
除
を
し
っ
か

り
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
防
除
の

ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

▼
粒
剤
を
活
用
す
る

　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
粒
剤
は
べ
と
病
に

対
し
優
れ
た
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

収
穫
45
日
前
ま
で
使
用
で
き
、
夏
ね

ぎ
の
ト
ン
ネ
ル
被
覆
除
去
後
に
も
使

用
可
能
で
す
（
４
月
下
旬
〜
５
月
上

旬
収
穫
の
夏
ね
ぎ
は
被
覆
除
去
か
ら

収
穫
ま
で
の
日
数
が
短
い
の
で
散
布

時
期
に
注
意
）。
土
寄
せ
時
に
株
元

に
施
用
し
ま
す
。

▼
薬
剤
の
予
防
散
布

　

２
月
下
旬
〜
６
月
下
旬
は
予
防
の

た
め
薬
剤
散
布
が
必
要
で
す
。
特
に

降
雨
の
後
、
霧
・
も
や
が
出
た
と
き

や
、
夜
露
が
葉
に
付
く
と
き
は
発
生

し
や
す
い
た
め
、
薬
剤
散
布
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
同
系
統
（
表
の
Ｆ
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
が
同
じ
）
の
薬
剤
の
連

用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
発
病
後
は
治
療
効
果
の
高
い
薬
剤

　

発
病
初
期
に
、
リ
ド
ミ
ル
ゴ
ー
ル

ド
Ｍ
Ｚ
、
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ

ル
等
の
治
療
効
果
の
高
い
薬
剤
を
散

布
し
、
被
害
拡
大
を
防
ぎ
ま
す
。

▼
展
着
剤
を
加
用
し
散
布
量
は
多
め

　

薬
剤
散
布
時
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
ま
く
ぴ
か
等
の
濡
れ
性
に
優
れ
た

展
着
剤
を
加
用
し
ま
す
。
薬
液
の
散

布
量
は
登
録
内
容
の
範
囲
内
で
多
め

に
し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者

文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

千
葉
県
の
と
う
も
ろ
こ
し
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
出
額
を
誇
り
、

山
武
地
域
は
県
内
の
主
要
な
産
地
で

す
。
近
年
は
３
月
〜
４
月
播
種
の
作

型
で
、
先
端
不
稔
の
増
加
や
上
位
等

級
の
割
合
の
減
少
等
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
よ
り
安
定
し
て
発
芽
し
収

量
が
期
待
で
き
る
品
種
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

農
業
事
務
所
と
Ｊ
Ａ
山
武
郡
市
と

う
も
ろ
こ
し
部
会
は
毎
年
合
同
で
品

種
比
較
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
５
品
種
を
試
験
し
、「
Ｓ

Ｋ
４
―
１
１
７
」
と
「
サ
ニ
ー
シ
ョ

コ
ラ
ラ
イ
ラ
」
の
２
品
種
が
、
発
芽

率
や
重
さ
、
先
端
不
稔
の
少
な
さ
で

良
好
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
と
う
も
ろ
こ
し
部
会
で
は
、

次
作
か
ら
こ
れ
ら
２
品
種
を
新
た
に

奨
励
品
種
に
加
え
る
こ
と
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
試
験
結
果
を
活
用
し
、

安
定
し
た
と
う
も
ろ
こ
し
生
産
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

11
月
３
日
に
令
和
３
年
文
化
の
日

千
葉
県
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
山

武
地
区
の
生
産
者
及
び
生
産
者
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
鈴
木
　
和
子
　
氏
（
山
武
市
）

　

食
と
農
の
体
験
工
房
「
よ
も
ぎ
か

ん
」
を
経
営
し
、
体
験
型
農
業
に
よ

る
食
育
の
取
組
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

○
山
武
市
成
東
観
光
苺
組
合

　

消
費
者
視
点
で
の
観
光
苺
や
、
産

地
の
発
展
を
視
野
に
入
れ
た
後
継
者

確
保
等
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

と
う
も
ろ
こ
し
の

と
う
も
ろ
こ
し
の

新
た
な
奨
励
品
種

新
た
な
奨
励
品
種

表　ねぎのべと病に使用する主な薬剤例（令和3年12月13日時点）

※薬剤は製品ラベルに記載の登録内容に従って使用してください。

春
ね
ぎ
・
夏
ね
ぎ

春
ね
ぎ
・
夏
ね
ぎ

の
べ
と
病
対
策

の
べ
と
病
対
策

薬　剤　名 FRAC
コード

希釈
倍率 使用時期 使用回数

ピシロックフロアブル U17 1000 収穫前日まで ３回以内

アミスター20フロアブル 11 2000 収穫３日前まで ４回以内

ダイナモ顆粒水和剤 21,27 2000 収穫３日前まで ４回以内

オロンディスウルトラSC 49,40 2000 収穫７日前まで ２回以内

プロポーズ顆粒水和剤 40,M5 1000 収穫14日前まで ３回以内

リドミルゴールドMZ 4,M3 1000 収穫14日前まで ３回以内

山武市成東観光苺組合
（中村隆幸組合長） 鈴木　和子　氏
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令
和
３
年
度
に
認
証
さ
れ
た

千
葉
県
指
導
農
業
士
・

農
業
士
の
紹
介

　

千
葉
県
で
は
、
優
れ
た
農
業
経
営

を
実
践
し
、
農
業
後
継
者
の
育
成
に

熱
意
の
あ
る
農
業
者
を
「
指
導
農
業

士
」
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
農
業
の

担
い
手
で
あ
る
優
れ
た
青
年
農
業
者

を
「
農
業
士
」
と
し
て
認
証
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
山
武
地
域
か
ら
は
、

指
導
農
業
士
と
し
て
３
名
、
農
業
士

と
し
て
３
名
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
農
業
士
、
農
業
士
は
、
地
元

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
農
業
の

振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
そ

の
役
割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

県
で
は
、
会
員
の
経
営
改
善
及
び

相
互
の
交
流
を
目
的
と
し
た
研
修
等

の
実
施
に
よ
り
、
広
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
け
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

農
業
事
務
所
で
は
、
新
規
就
農
者

（
概
ね
45
歳
以
下
）
を
対
象
と
し
た

３
年
間
の
基
礎
研
修
（
農
業
経
営
体

育
成
セ
ミ
ナ
ー
、
令
和
４
年
５
月
開

講
予
定
）
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

年
間
10
回
程
度
の
講
義･

実
習･

視

察
研
修
と
、
在
宅
研
修
を
組
み
合
わ

せ
て
行
い
、
在
宅
研
修
で
は
研
修
生

ご
と
に
担
当
の
普
及
員
が
付
き
、
就

農
状
況
に
応
じ
た
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

女
性
農
業
者
組
織
「
サ
ン
ス
マ
イ

ル‒

山
武
農
業
女
子
ネ
ッ
ト‒

」
で
は
、

女
性
農
業
者
の
主
体
的
な
経
営
参
画

と
所
得
の
向
上
、
女
性
が
活
躍
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
積
極
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
農
業

事
務
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
山や

ま
ざ
き﨑

義よ
し
の
り則

氏（
横
芝
光
町
）

○
淺あ

さ
の野

英ひ
で
あ
き昭

氏（
横
芝
光
町
）

○
板い

た
く
ら倉

小さ

ゆ

り
百
合
氏（
大
網
白
里
市
）

○
桑く

わ
た田

健け
ん
じ二

氏（
大
網
白
里
市
）

○
廣ひ

ろ
ぐ
ち口

芳よ
し
は
る治

氏
（
山
武
市
）

【
指
導
農
業
士
】

【
農
業
士
】

○
川か

わ
つ
ら面

雅ま
さ
の
り典

氏
（
山
武
市
）

　

水
稲
と
ね
ぎ

の
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

法
人
経
営
に
よ

　

い
ち
ご
の
直

売
と
水
稲
の
複

合
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
道

　

露
地
野
菜
と

施
設
野
菜
の
長

期
間
複
数
品
目

の
出
荷
に
取
り

　

ね
ぎ
専
作
経

営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
研
修
生

や
雇
用
を
導
入

　

い
ち
ご
の
観

光
摘
み
取
り
と

直
売
を
組
み
合

わ
せ
た
経
営
を

　

多
品
種
促
成

栽
培
に
よ
る
観

光
い
ち
ご
園
と

直
売
所
を
経
営

り
、
研
修
生
や
若
手
雇
用
者
を
受
け

入
れ
、
担
い
手
育
成
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

の
駅
風
和
里
し
ば
や
ま
」
や
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
多
様
な
販
売
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

組
ん
で
い
ま
す
。
農
業
研
修
生
等
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
担
い
手
の
育

成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
夏
ね
ぎ
」
の
生

産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。
多
品
種
の
栽
培
法

を
研
究
し
、
持
続
性
の
高
い
農
業
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
天
敵
資
材
を
導
入
す

る
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
ス
マ
イ
ル

サ
ン
ス
マ
イ
ル‒‒

山
武
農
業
女
子
ネ
ッ
ト

山
武
農
業
女
子
ネ
ッ
ト‒‒

の
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

の
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

新
規
就
農
者
向
け

新
規
就
農
者
向
け

農
業
技
術
・
経
営
基
礎
研
修

農
業
技
術
・
経
営
基
礎
研
修

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

右
記
研
修
・
活
動
の
申
込
み
先

山
武
農
業
事
務
所　
改
良
普
及
課

℡
０
４
７
５
（
５
４
）
０
２
２
６


